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【目的】 著者らは、緑茶直接摂取の安全性と有効性について検討を重ねている。その一環として、緑茶粉末が≫-ethyl-≫’-nitro-N

-nitrosoguanidine    ( E N N G ）をイニシエーターとしたマウスの十二指腸癌に対して抗プロモーション作用のあることを報告したn 。

また、緑茶カテキンの60％以上を占める（-）-Epigallocatechin gal lateはE  NNG 発癌に対して抗プa  モーション作用があり、さらに

移植した固形腫瘍の増殖を抑制する作用があることが、動物実験により確認されてい る。しかし、化学物質に対する抗イニシエーショ

ン作用に関しては、詳細な検討はされていない。

そこで今回は、緑茶直接摂取のENN  G によるマ ウスの十二指腸発癌に対する抗イニシエーション作用について検討を加えた。また

同時に、ウーロン茶および紅茶の抗プロモーション作用について も検討を行った。

【方法】 実験動物および実験 群: 8 週齢のC57BL／6NCrj 雄マウスを対照（C) 群、抗イニシェ　 ション|検卵? ＼（A  リ イ 侈

プロノモ　 ション検討緑茶（APG ）群、同 ウーロン茶(APO) 群。同紅茶（AP  B ）群の5 群 に|分けた。 実験飼料 こ市販粉末飼料

（オリエンタル酵母、飼育用MF 粉末）に、セ ル□ ―スを2 ％添加したもの、同粉末飼料にそれぞれの茶粉末を2% 添加したものを用

いた。飼育方法:  4 週間のイニ シェ　 ション期間（E  NN  G のlOOpPB水溶液を自|由摂取）に於いては、A  I G 群c み緑茶粉末入りn 料

を、他の群は全てセルロース添加飼料を与えた。その後の1 4 週間にわたるプロモーション期間（ 水道水を自由摂取）は. c およびＡ

I G 群はセルロ ―ス添加飼料を、他の群はそれぞれの茶粉末添加 飼料を与えて飼育した。飼育期間中 は、12時間サイクルの明暗、温度

22°C、湿度60％、飼料は自|由|摂取とした｡ 抗腫瘍作用|の確認：飼育後エ ーテル麻酔下で解剖し､I胃/および十二指腸部分を摘出して切開

後ゴム版上にピンにより固定した。次いで実態顕微鏡下で粘膜状態を観察し、腫瘍の発生個数、大きさ等を測定した。

【結果】 ①最終体重はＣ群27.9±3. lg、A  1 G 群28.1±2.2g、ＡＰＧ群27.6±2.9g 、APO 群25.4±1.8g 、A  P B 群26.5±l.lgで

あり、ＡＰＯ群のみ有意（Eく0.01）に軽 かった。②腫瘍発生率はＣ群6  9 ％、A  I G 群2  0 ％、ＡＰＧ群2  2 ％、APO 群5  3 ％、AP

Ｂ群5  6 ％であり、両緑茶群が有意（Eく0.05) に低かった。③1 匹あたりの平均腫瘍発生個数は、先と同順で√1. 0±0.9個、0.2 士0. 4

個、0.1±0.4個、0.6±0.6個、0.8±0.8個であり、これも両緑茶群が有意(pく0.01）に少なかった。

以上のことから、緑茶の直接摂取は、E  NN  G による十二指腸発癌に対して抗プロモ ーション作用のあることが再確認された他、抗

イニシエーション作用もあることが認められた。 ウ･－ロン茶の浸出液には、変異原性抑制作用が認められているが、本実験からは紅茶

と共に、抗プロモーション作用 は認められなかった。

全飼育期間中、緑茶飼料を与えた場合についても現在実験を進めてい るので、併せて発表する予定である。

2>: 桑野和民　 他、第42回日本家政学会、講演要旨集、p65,   （1990)
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